
絵
巻
の
摸
写
か
ら
何
を
読
み
取
れ
る
か

―
―
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
摸
写
群
を
手
掛
か
り
に

楊

暁

捷

一
、
絵
巻
の
摸
写
と
摸
写
研
究

絵
巻
伝
来
の
歴
史
に
お
い
て
、
摸
写
は
つ
ね
に
大
事
な
活
動
の
一
つ
で
あ

る
。
中
世
か
ら
伝
わ
っ
た
数
々
の
名
作
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、『
蒙
古
襲

来
絵
詞
』、『
春
日
権
現
験
記
絵
』、『
石
山
寺
縁
起
』
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
江
戸
時
代
中
心
に
複
数
の
摸
写
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の

『
源
氏
物
語
絵
巻
』
と
な
れ
ば
、
複
製
と
い
う
技
術
が
十
分
に
確
立
さ
れ
た

今
日
に
お
い
て
で
さ
え
、摸
写
あ
る
い
は
復
元
作
の
実
践
が
行
わ
れ
て
い（

１
）る。

一
方
で
は
、
摸
写
活
動
や
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
い
ま
だ
き
わ

め
て
限
ら
れ
た
文
脈
に
お
い
て
し
か
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
す
ぐ
に
思
い
出

さ
れ
る
の
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
巻
が
伝
わ
ら
な
い
中
で
の
摸
写
利
用
（『
彦

火
々
出
見
尊
絵
巻
』）、
あ
る
い
は
現
存
す
る
絵
巻
の
散
逸
部
分
の
補
完
（
冷

泉
為
恭
摸
写
『
伴
大
納
言
絵（

２
）巻』）
な
ど
僅
か
な
も
の
に
止
ま
る
。
す
な
わ

ち
絵
巻
の
摸
写
は
、
失
わ
れ
た
も
の
へ
の
追
跡
と
い
う
作
業
に
お
い
て
そ
の

価
値
が
認
め
ら
れ
る
が
、
原
典
が
伝
来
し
た
場
合
で
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な

く
無
視
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
、『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』（
以
下
「
後
三
年
」
と
す
る
）
の
摸
写
群

を
具
体
的
に
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
絵
巻
研
究
に
お
け
る
摸
写
活

動
や
摸
写
作
品
の
伝
来
へ
の
注
目
を
提
言
し
、
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
課
題

を
考
え
よ
う
と
す
る
。
日
本
古
典
の
貴
重
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
絵
巻
作
品
を

解
明
す
る
た
め
に
、
摸
写
か
ら
何
を
読
み
取
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
伝
来
さ
れ

た
絵
巻
へ
の
単
な
る
書
写
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
コ
ピ
ー
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
摸
写
へ
の
安
易
な
理
解
を
取
り
除
き
、
そ
の
向
こ
う
か
ら
見
え
て
く
る

い
く
つ
か
の
発
見
を
記
し
て
み
た
い
。

二
、「
後
三
年
」
摸
写
諸
本
の
伝
来

「
後
三
年
」
摸
写
諸
本
伝
来
は
概
ね
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

『
国
書
総
目
録
』（
増
補
版
、
一
九
八
九
年
）
は
、「
後
三
年
合
戦
絵
」
の

条
目
に
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」（
重
要
文
化
財
、
以

下
「
東
博
重
文
本
」
と
す
る
）
を
は
じ
め
、
合
わ
せ
て
二
十
一
の
機
関
や
個

人
所
蔵
の
三
十
一
点
の
伝
本
の
所
在
を
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、

さ
ら
に
「
奥
州
後
三
年
絵
巻
並
絵
詞
」
と
い
う
別
条
目
に
一
点
の
み
の
伝
本
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を
記
し
た
。
一
方
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
作
成
・
運
営
す
る
「
日
本

古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
以
上
の
書
誌
情
報
を
採
録
し
た
上

で
、
さ
ら
に
同
資
料
館
が
保
有
し
、
来
館
な
ど
の
形
で
利
用
で
き
る
マ
イ
ク

ロ
資
料
を
同
じ
条
目
名
の
下
に
十
点
の
伝
本
を
記
し
、
そ
の
う
ち
、
同
資
料

館
が
所
蔵
す
る
二
点
を
含
め
、『
国
書
総
目
録
』
に
記
述
さ
れ
な
い
六
点
の

新
た
な
伝
本
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
国
書
総
目
録
』
は
、「
後
三
年
合
戦
絵
」
の
基
本
形
態
を
「
三

軸
」
と
し
な
が
ら
も
、
冊
の
形
態
を
も
つ
伝
本
を
同
じ
条
目
に
収
め
た
。
注

目
し
た
い
の
は
、「
後
三
年
」
摸
写
本
の
伝
来
に
お
い
て
、
冊
と
軸
と
の
違

い
は
、
物
理
的
な
形
態
に
止
ま
ら
ず
、
冊
の
形
態
を
も
つ
も
の
は
い
ず
れ
も

絵
を
取
り
除
き
、詞
書
の
み
書
き
留
め
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。従
っ
て
「
後

三
年
合
戦
絵
」
条
目
の
立
て
方
は
、文
字
さ
え
あ
れ
ば
書
籍
と
し
て
認
め
る
、

絵
の
あ
る
な
し
は
判
断
基
準
と
し
な
い
と
い
う
『
国
書
総
目
録
』
の
編
集
方

針
の
一
つ
を
伝
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
詞
書
と
絵
と
の

両
方
を
描
き
写
し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
摸
写
研
究
の
立
場
か
ら
上
記
の
伝

本
情
報
を
用
い
れ
ば
、「
後
三
年
」
伝
本
は
『
国
書
総
目
録
』
の
十
九
点
、

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
六
点
、
こ
れ
に
東
博
重
文
本
を
加
え

て
総
計
二
十
六
点
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

上
記
の
整
理
さ
れ
た
目
録
資
料
以
外
、
現
時
点
で
は
さ
ら
に
「
後
三
年
」

摸
写
の
伝
本
が
つ
ぎ
の
七
点
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
後
三
年
合
戦
絵
巻
」（
三
巻
、源
琦
写
、明
和
七
年
）、東
京
富
士
美
術
館
蔵

「
後
三
年
絵
巻
」（
上
巻
の
み
、
小
嶋
一
鳳
識
語
、
文
政
六
年
）、
早
稲
田

大
学
図
書
館
蔵
（
以
下
「
早
稲
田
小
嶋
本
」
と
す
る
）

「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」（
三
巻
、福
田
太
華
写
、天
保
十
五
年
）、永
青
文
庫
蔵

「
八
幡
太
郎
絵
詞
」（
三
巻
）、
成
城
大
学
図
書
館
蔵
（
以
下
「
成
城
本
」

と
す
る
）

「
後
三
年
之
戦
図
並
文
」（
下
巻
の
み
）、
立
教
大
学
図
書
館
蔵
（
以
下

「
立
教
本
」
と
す（

３
）る）

「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」（
三
巻
）、中
野
書
店
蔵
（
以
下「
中
野
本
」と
す
る
）

『
後
三
年
軍
記
』（
三
巻
）、大
英
博
物
館
蔵
（
以
下
「
大
英
本
」
と
す
る
）

な
お
、
著
し
く
進
化
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
い
て
、「
後
三
年
」

摸
写
伝
本
の
多
く
は
高
精
度
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
形
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
現

時
点
で
は
、「
東
京
重
文
本
」
を
は
じ
め
、「
後
三
年
」
の
原
典
、
摸
写
計
十

点
は
作
品
全
点
、
一
点
は
部
分
画
像
、
そ
れ
に
ロ
ー
カ
ル
公
開
一
点
と
、「
後

三
年
」
摸
写
伝
本
の
約
三
分
の
一
ほ
ど
が
電
子
メ
デ
ィ
ア
で
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
後
三
年
」
摸
写
の
全
体
像
が
か
な

り
の
と
こ
ろ
ま
で
具
体
的
に
見
え
て
い
る
。

つ
ぎ
に
デ
ジ
タ
ル
公
開
の
現
状
や
ア
ク
セ
ス
方
法
を
掲
げ
て
お
く
。

「
後
三
年
合
戦
絵
巻
」、国
立
東
京
博
物
館
蔵（
重
要
文
化
財
）（「
ｅ
国（

４
）宝」）

「
前
九
年
絵
巻
物
」、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
化
資
料
」）（
以
下
「
国
会
本
」
と
す
る
）

「
後
三
年
役
絵
巻
」、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
（「
京
都
大
学
図
書
館
機

構
」）（
以
下
「
京
大
本
」
と
す
る
）

「
後
三
年
合
戦
之
絵
」、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（「
早
稲
田
大
学
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）（
以
下
「
早
稲
田
松
岡
本
」
と
す
る
）

「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（「
早
稲
田
大
学
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）（
以
下
「
早
稲
田
三
巻
本
」
と
す
る
）

「
後
三
年
絵
巻
」、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（「
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）

「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」、
東
北
大
学
付
属
図
書
館
蔵
（「
東
北
大
学
デ
ジ
タ
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ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」）（
以
下
「
狩
野
本
」
と
す
る
）

「
八
幡
太
郎
絵
詞
」、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（「
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検

索
」）（
以
下
「
東
博
渡
辺
本
」
と
す
る
）

「
後
三
年
役
絵
巻
」、国
文
学
研
究
資
料
館
蔵（「
所
蔵
和
古
書
・
マ
イ
ク
ロ

／
デ
ジ
タ
ル
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）（
以
下「
資
料
館
一
巻
本
」と
す
る
）

「
奥
州
後
三
年
記
」、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
国
文
研
貴
重
書
）（「
所

蔵
和
古
書
・
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）（
以
下

「
資
料
館
鈴
木
本
」
と
す
る
）

「
後
三
年
合
戦
絵
巻
」、
東
京
富
士
美
術
館
蔵
（「
東
京
富
士
美
術
館
」）

「
後
三
年
軍
記
」、大
英
博
物
館
蔵（「Collectiononline-BritishM
useum

」）

「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」、
中
野
書
店
（
同
書
店
店
頭
展
示
）

三
、「
後
三
年
」
摸
写
群
の
構
成

「
後
三
年
」
諸
摸
写
本
は
、
当
然
な
こ
と
に
研
究
者
の
視
野
に
入
っ
て
い

た
。遠
く
一
九
一
一
年
に
和
田
英
雄
は
池
田
家
に
伝
来
し
た
「
東
博
重
文
本
」

を
紹
介
し
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
年
）
に
補
修
が
行
わ
れ
た
折
に
記
さ

れ
た
持
明
院
特
進
基
時
の
奥
書
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し（

５
）た。
そ
の
後
、
笠
栄

治
は
は
じ
め
て
摸
写
群
に
つ
い
て
の
概
観
を
述（

６
）べ、
こ
れ
を
受
け
て
樋
口
知

志
は
現
存
す
る
す
べ
て
の
摸
写
は
上
記
の
元
禄
補
修
以
後
の
も
の
だ
と
指
摘

し（
７
）た。
た
だ
し
、
一
連
の
研
究
は
、
数
々
の
歴
史
文
献
に
記
さ
れ
た
「
後
三

年
」
と
現
存
す
る
「
東
博
重
文
本
」
と
の
関
連
、
と
り
わ
け
「
後
三
年
」
の

実
態
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
錯
綜
す
る
情
報
を
完
璧
に
解
読
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。「
後
三
年
」
の
伝
来
と
そ
の
伝
本
に
つ
い
て
言
っ

て
も
、
基
時
奥
書
以
前
の
詳
細
は
多
く
推
測
の
域
を
出
ず
、
そ
れ
以
後
の
諸

伝
本
に
つ
い
て
、
画
像
内
容
を
対
象
に
し
た
考
察
は
皆
無
に
近
い
。

こ
こ
に
「
後
三
年
」
摸
写
群
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
事
実
、

傾
向
と
特
徴
を
記
し
て
お
く
。

現
存
の
摸
写
諸
本
は
、そ
の
一
部
に
書
写
関
連
の
情
報
を
明
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
依
れ
ば
、
学
習
院
本
（
藤
原
敬
周
写
）、
国
会
本
、
東
博
渡
辺
本
な

ど
五
点
は
十
八
世
紀
に
、
早
稲
田
松
岡
本
、
資
料
館
鈴
木
本
な
ど
七
点
は
十

九
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
関
連
情
報
を
持
た
な
い
伝
本
の
う

ち
、
成
城
本
、
東
博
六
巻（

８
）本、
東
洋
文
庫（

９
）本の
三
点
は
基
時
奥
書
を
持
つ
。

す
な
わ
ち
現
存
伝
本
の
大
半
は
、
元
禄
補
修
後
に
成
立
し
た
記
録
を
持
つ
。

こ
れ
に
加
え
て
、
関
連
情
報
を
一
切
持
た
な
い
諸
伝
本
に
お
い
て
、
著
し
く

異
な
る
画
像
内
容
を
持
つ
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方
で
は
、
こ
れ
ら
の

諸
伝
本
は
、
け
っ
し
て
そ
の
す
べ
て
が
「
東
博
重
文
本
」
を
実
際
に
座
右
に

置
い
て
摸
写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
池
田
家
に

伝
わ
っ
た
「
後
三
年
」
は
、
こ
の
上
な
く
貴
重
に
取
り
扱
わ
れ
、
簡
単
に
閲

覧
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ（

１０
）た。
こ
の
理
由
も
あ
っ
て
、
一
度
摸
写
が
制
作

さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
基
に
し
て
さ
ら
に
新
た
な
摸
写
が
生
ま
れ
、
あ
る
い
は

同
じ
絵
師
に
よ
っ
て
複
数
の
摸
写
が
制
作
さ
れ
、
違
う
時
期
に
出
来
上
が
っ

た
も
の
を
互
い
に
校
訂
し
あ
う
た
め
に
用
い
ら
れ
る
と
い
っ
た
複
雑
な
生
成

の
過
程
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
小
さ
な
一
例
を
掲
げ

て
お
こ
う
。
国
会
本
と
早
稲
田
小
嶋
本
は
と
も
に
「
得
道
」
な
ど
の
二
つ
の

印
と
、「
板
谷
本
ニ
此
印
ノ
写
ア
リ
」
と
の
注
記
を
持
つ
。
国
会
本
に
み
る

伊
勢
貞
丈
の
記
述
が
さ
ら
に
詳
し
く
「
板
谷
慶
舟
広
矩
が
本
を
借
り
得
て
此

本
に
校
合
せ
り
」
と
明
記
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
板
谷
本
」
と
い
う
幻
の
摸
写

は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
伝
存
の
摸
写
本
に
影
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

摸
写
の
諸
本
を
並
べ
て
読
み
比
べ
れ
ば
、
摸
写
の
方
法
あ
る
い
は
絵
の
描

― 78 ―



き
方
の
多
様
さ
に
は
す
ぐ
気
づ
く
。
摸
写
対
象
の
東
博
重
文
本
は
絵
の
具
の

剥
落
が
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
諸
摸
写
の
多
く
に
は
、
服
装
や
武

具
に
み
る
色
彩
の
差
異
が
非
常
に
大
き
く
、
多
く
の
場
合
、
絵
師
が
色
の
選

択
に
自
由
な
創
作
を
試
み
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
一
部
の
み
独
自

の
色
を
施
し
て
、
統
一
性
を
持
た
な
い
ま
ま
途
中
で
色
付
け
を
諦
め
た
の
で

あ
る
。
京
大
本
は
、
一
切
の
色
を
退
け
、
墨
の
線
の
み
で
絵
を
描
き
、
流
暢

で
的
確
な
線
は
「
後
三
年
」
の
構
図
を
生
き
生
き
と
捉
え
、
伝
え
て
い
る
。

一
方
で
は
、
狩
野
晏
川
・
高
島
千
載
写
の
東
博
四
巻（

１１
）本は
特
筆
す
べ
き
だ
。

原
典
と
な
る
絵
巻
を
あ
く
ま
で
も
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
細

部
ま
で
最
大
限
に
注
意
を
払
っ
た
。
そ
の
結
果
、
画
像
を
精
密
に
伝
え
た
の

み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
剥
落
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
絵
の
具
の
模
様
ま
で

す
べ
て
あ
り
の
ま
ま
に
描
き
こ
ん
だ
。
摸
写
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
の
は
、

絵
の
空
白
に
残
さ
れ
た
汚
れ
や
料
紙
に
見
ら
れ
る
折
り
目
の
跡
に
止
ま
り
、

絵
師
の
行
き
届
い
た
観
察
と
表
現
力
に
は
驚
嘆
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
純
粋

な
意
味
に
お
い
て
の
摸
写
を
さ
し
示
す
一
つ
の
終
極
な
実
例
と
し
て
あ
げ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

摸
写
本
の
う
ち
、
国
会
本
、
逸
翁
四
巻（

１２
）本、
狩
野
本
な
ど
複
数
の
伝
本
に

は
、
絵
に
文
字
の
注
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
稀
に
武
器
名
（
国
会
本
上
巻

三
段
）
な
ど
の
例
も
見
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
色
彩
や
絵
の
具
に
つ
い
て

の
絵
師
向
け
の
メ
モ
風
の
も
の
で
あ
る
。
摸
写
本
同
士
に
は
用
語
や
注
記
の

原
則
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
が
、
同
文
で
は
な
い
。
絵
と
文
字
が
共
存
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

原
典
に
努
め
て
似
せ
る
こ
と
、
画
像
の
内
容
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
し
留
め

る
こ
と
は
、
摸
写
と
い
う
作
業
の
本
来
の
目
標
の
は
ず
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

膨
大
な
分
量
に
及
ぶ
絵
画
情
報
を
す
べ
て
書
き
写
す
こ
と
は
、
現
実
的
に
は

不
可
能
に
近
い
。
伝
来
の
古
典
構
図
を
ど
こ
ま
で
読
み
取
り
、
ど
の
よ
う
に

再
現
す
る
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
摸
写
す
る
絵
師
の
力
量
に
か
か
る
。
結

果
的
に
、
同
じ
人
物
や
動
作
を
対
象
に
し
て
も
、
並
べ
て
見
比
べ
れ
ば
、
は

た
し
て
同
じ
も
の
な
の
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
伝
本
も
あ
る
。
い

う
ま
で
も
な
く
そ
の
よ
う
な
互
い
に
か
け
離
れ
た
絵
作
で
も
、
絵
師
が
原
典

を
読
み
解
い
た
上
で
の
作
品
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
極
端
に

異
な
る
構
図
に
こ
そ
、
摸
写
解
読
の
魅
力
が
潜
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
原
典
な
る
「
後
三
年
」
と
摸
写
本
と
の
差
異
か
ら
摸
写
を

読
み
進
め
た
い
。
摸
写
は
何
を
訴
え
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
と
の
問
い
を
念
頭
に
、
あ
く
ま
で
も
原
典
を
よ
り
正
確
に
読
み

解
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
詳
し
く
考
察
を
試

み
る
。

四
、
失
わ
れ
た
絵
画
情
報

「
後
三
年
」
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
は
る
か
昔
に
制
作
さ
れ
た

絵
巻
は
、
ど
ん
な
に
貴
重
に
取
り
扱
わ
れ
よ
う
と
、
長
い
時
間
の
中
で
か
な

り
の
画
像
内
容
が
失
わ
れ
、
現
存
す
る
画
像
は
作
成
当
時
の
様
子
か
ら
大
き

く
か
け
離
れ
て
い
る
。
色
彩
の
色
が
剥
落
し
、
輪
郭
の
線
が
薄
れ
、
あ
る
い

は
繰
り
返
し
の
鑑
賞
に
よ
り
構
図
を
変
え
る
ぐ
ら
い
の
汚
れ
が
出
来
上
が
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
具
体
的
に
指
し
示
す
こ
と
は
、
摸
写
群
が

果
た
し
て
い
る
貴
重
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。
百
年
も
二
百
年
も
前
に
行
わ

れ
た
摸
写
な
ら
ば
、
変
容
が
進
む
途
中
、
あ
る
い
は
劇
的
な
変
化
が
起
こ
る

前
の
様
子
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
え
て
い
る
。

ま
ず
さ
さ
や
か
だ
が
、
分
か
り
や
す
い
例
を
一
つ
あ
げ
た
い
。
上
巻
三
段
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は
義
家
出
陣
を
描
く
。
絵
の
前
半

は
、
国
府
の
中
の
様
子
を
雅
や
か

な
王
朝
風
景
さ
な
が
ら
に
庭
園
か

ら
屋
敷
へ
の
展
開
を
画
面
に
納
め

た
。
そ
こ
に
部
屋
の
奥
に
飾
ら
れ

た
襖
絵
が
詳
細
に
表
現
さ
れ
、
色

と
り
ど
り
の
色
紙
が
貼
ら
れ
、
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
白
い
鶴
が
二
羽
空

を
飛
び
立
つ
。
こ
こ
に
摸
写
本
と

読
み
比
べ
れ
ば
、
興
味
深
い
違
い

に
気
づ
く
。
資
料
館
鈴
木
本
や
東

洋
文
庫
本
で
は
、
鶴
が
三
羽
描
か

れ
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
他
の
摸

写
に
お
い
て
こ
の
差
異
を
観
察
す
れ
ば
、
は
た
し
て
東
博
四
巻
本
（
図
一
）

と
東
博
六
巻
本
で
は
、
三
羽
目
の
鶴
が
半
分
消
え
か
け
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
物
語
の
本
筋
に
は
直
接
に
関
係
な
い
に
せ
よ
、
構
図
の
変
化
を
こ
こ
ま

で
は
っ
き
り
と
辿
り
つ
け
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

「
後
三
年
」
で
は
あ
わ
せ
て
女
性
の
群
像
を
三
つ
描
い
て
い
る
。
義
家
出

陣
の
王
朝
貴
女
風
の
一
群
以
外
、
篭
城
か
ら
逃
げ
出
し
て
惨
殺
に
遭
う
女
性

（
中
巻
五
段
）、
落
城
の
あ
と
連
れ
去
れ
る
女
性
（
下
巻
二
段
）
が
あ
る
。

と
も
に
六
人
ず
つ
の
女
性
が
描
か
れ
る
が
、
惨
殺
場
面
の
二
人
が
模
様
の
付

い
た
服
を
身
に
纏
っ
た
ほ
か
、
残
り
の
女
性
た
ち
が
着
て
い
る
服
は
、
現
存

の
東
博
重
文
本
に
お
い
て
全
員
黒
色
で
あ
る
。
現
在
の
読
者
は
し
た
が
っ
て

こ
の
色
彩
を
も
っ
て
物
語
の
状
況
を
思
い
描
く
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
摸
写
本
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
国
会
本
は
服
の
傍
に
「
白
テ
イ
」
と
注
記
し

た
。
は
た
し
て
他
の
摸
写
で
は
、
大
英
本
は
二
群
の
、
資
料
館
鈴
木
本
が
落

城
の
女
性
た
ち
の
服
に
じ
っ
さ
い
に
白
い
色
を
塗
り
つ
け
て
い
る
。
東
博
重

文
本
で
は
、
白
い
絵
の
具
が
す
べ
て
剥
落
し
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
と
、
摸
写

が
教
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
に
気
づ
い
て
み
れ
ば
、
た
と
え
ば
亀
次

と
鬼
武
と
の
死
闘
と
い
う
場
面
（
中
巻
一
段
）
な
ど
、
長
刀
の
刃
は
、
東
博

重
文
本
で
の
黒
に
対
し
て
、
国
会
本
、
資
料
館
本
鈴
木
本
は
と
も
に
は
っ
き

り
と
白
い
色
で
描
い
て
い
る
。

緩
や
か
に
変
化
し
、
い
つ
の
間
に
か
ま
っ
た
く
異
な
る
姿
を
見
せ
て
し
ま

う
絵
巻
の
構
図
や
色
彩
は
、
期
せ
ず
し
て
摸
写
に
お
い
て
一
部
の
様
子
を
留

め
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
絵
巻
の
摸
写
は
、
一
つ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
よ
う
。

五
、
絵
画
的
な
意
図
が
蘇
る

絵
巻
に
は
、
真
剣
な
読
解
を
誘
う
構
想
や
仕
組
み
が
隠
さ
れ
、
絵
画
表
現

の
魅
力
が
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
摸
写
は
多
く
の
場
合
、
構
図

の
意
味
合
い
を
明
ら
か
に
し
、
絵
師
の
意
図
を
解
釈
し
て
く
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
実
例
を
二
つ
ほ
ど
記
し
た
い
。

戦
場
に
お
け
る
景
正
の
武
勇
談
は
力
強
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
（
上
巻
二

段
）。
目
に
入
っ
た
矢
を
抜
き
出
そ
う
と
す
る
味
方
の
兵
士
に
向
か
っ
て
、

自
分
の
顔
を
踏
ま
れ
な
い
よ
う
に
景
正
は
短
刀
で
立
ち
向
か
っ
た
。
こ
こ
に

絵
巻
は
敵
陣
の
中
に
さ
ら
に
同
じ
く
顎
か
ら
矢
を
引
き
抜
く
状
況
を
描
き
加

え
た
。
敵
陣
の
様
子
は
詞
書
で
述
べ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
読
み

方
に
は
決
ま
っ
た
答
え
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
表
現
と
し
て

は
重
複
し
た
も
の
だ
と
の
受
け
止
め
方
も
成
り
立
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
複

図一 「後三年軍記」（東博四巻本）上巻三段より
（ Image: TNM Image Archives ）
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数
の
摸
写
は
原
典
を
誇
張
し
た
描
き
方
で
記
し
た
の
で
、
ひ
と
つ
の
読
み
方

を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
東
博
重
文
本
に
み
る
、
負
傷
し
た
武
士
の
目
が
短

い
直
線
状
に
描
か
れ
た
の
に
対
し
て
、
東
博
六
巻
本
で
は
そ
れ
に
微
妙
な
曲

が
り
を
加
え
（
図
二
）、
さ
ら
に
国
会
本
、
資
料
館
鈴
木
本
と
な
る
と
そ
れ

が
複
雑
な
曲
線
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
力
な
く
合
わ
さ
れ
た
目
は
、
硬
く

閉
じ
ら
れ
た
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
目
を
閉
じ
る
た
め
に
い
っ
ぱ
い
の
力
が

加
え
ら
れ
た
と
の
内
容
と
な
る
。
二
つ
の
負
傷
手
当
は
、
対
比
の
妙
を
見
せ

て
い
て
、
片
目
が
矢
に
射
抜
か
れ
て
い
て
も
目
を
見
張
っ
て
対
応
す
る
と
い

う
景
正
の
姿
が
い
っ
そ
う
盛
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
後
三
年
」
に
は
、
武
士
の
さ
ま
ざ
ま
な
死
に
方
が
描
か
れ
て
い
る
。
中

に
は
、
落
城
の
中
（
下
巻
二
段
）
の
二
体
の
死
体
が
目
を
惹
く
。
一
体
は
、

腕
が
切
り
落
と
さ
れ
、
首
が
持
ち
去
ら
れ
た
。
対
し
て
残
り
の
打
ち
伏
せ
の

死
体
の
様
子
は
、
一
見

し
て
ス
ト
ー
リ
性
が
さ

ほ
ど
強
く
な
い
。だ
が
、

摸
写
本
を
読
め
ば
受
け

止
め
方
が
だ
い
ぶ
違

う
。
資
料
館
鈴
木
本
、

成
城
本
、
大
英
本
、
立

教
本
な
ど
の
諸
本
は
、

い
ず
れ
も
縦
に
割
れ
た

後
頭
部
を
鮮
明
に
描
き

出
し
て
い
て
、
立
体
的

で
輪
の
模
様
を
呈
し
た

頭
の
中
ま
で
見
せ
て
い

る
。
首
を
斬
り
お
と
さ
れ
、
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
死
体
が
す
ぐ
傍

に
横
た
わ
り
、
こ
の
よ
う
な
後
頭
部
が
割
ら
れ
た
ま
ま
の
死
は
異
様
に
生
々

し
い
。
戦
利
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
さ
え
叶
え
ら
れ
な
い
首
の
あ
り
か

た
は
、
無
言
に
哀
愁
を
誘
う
。

絵
画
表
現
の
意
図
は
、
読
者
の
読
み
解
く
教
養
や
眼
力
が
前
提
と
な
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
摸
写
本
は
、
摸
写
す
る
絵
師
が
読
み
込
み
、
理
解
し
、
感

じ
取
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
摸
写
ゆ
え
の
鮮
明
で
い
て
、
簡
潔
で
無
駄

の
な
い
画
面
は
、
絵
師
の
思
い
を
力
強
く
訴
え
て
い
る
。

六
、
誤
解
や
新
説
、
そ
の
他

摸
写
は
、
原
典
を
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
画
像
内
容
を
完
全
に
再
現

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
摸
写
と
原
典
と
を
並
べ
て
読
み

比
べ
る
と
、
両
者
の
間
の
齟
齬
は
数
多
く
拾
い
上
げ
ら
れ
る
。
い
わ
ば
原
典

か
ら
の
展
開
や
新
説
で
あ
り
、
あ
る
い
は
誤
解
や
珍
説
で
あ
る
。

ま
ず
分
か
り
や
す
い
例
を
絵
巻
の
展
開
に
沿
っ
て
見
て
み
よ
う
。

戦
場
で
の
饗
宴
を
設
け
て
、
鳥
や
魚
を
ま
な
板
に
載
せ
て
武
士
が
包
丁
捌

き
を
披
露
す
る
と
こ
ろ
（
上
巻
二
段
）、
魚
の
頭
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
は

ず
の
ま
な
板
に
は
、
魚
の
身
が
登
場
し
た
（
成
城
本
）。
義
家
の
出
陣
は
、

女
房
か
ら
投
げ
出
さ
れ
た
視
線
か
ら
捉
え
ら
れ
た
が
（
上
巻
三
段
）、
女
房

の
顔
立
ち
で
は
、
誇
張
さ
れ
た
引
眉
が
描
き
込
ま
れ
た
（
成
城
本
、
資
料
館

一
巻
本
、
東
洋
文
庫
本
）。
義
家
は
草
む
ら
の
中
の
伏
兵
を
空
飛
ぶ
雁
に
よ
っ

て
察
知
し
、
先
制
攻
撃
で
敵
を
滅
ぼ
し
た
と
こ
ろ
（
上
巻
四
段
）、
草
む
ら

に
隠
し
な
が
ら
も
顔
に
矢
を
命
中
さ
れ
て
も
、
血
吹
き
が
飛
ば
な
か
っ
た

（
早
稲
田
小
嶋
本
、
早
稲
田
三
巻
本
、
京
大
本
、
狩
野
本
）。
臆
病
も
の
の

図二 「後三年軍記」（東博六巻本）上巻二段より
（ Image: TNM Image Archives ）
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末
割
四
郎
は
矢
に
射
ら
れ
て
落

馬
す
る
が
（
中
巻
二
段
）、
詞

書
に
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
頸

に
受
け
た
は
ず
の
矢
が
、
喉
で

は
な
く
口
の
中
に
入
っ
た
（
早

稲
田
三
巻
本
、資
料
館
鈴
木
本
、

逸
翁
四
巻
本
、
東
洋
文
庫
本
）。

千
任
の
罵
言
挑
発
に
対
し
て
義

家
は
武
士
た
ち
の
反
発
を
制
す

る
と
こ
ろ
（
中
巻
三
段
）、
身

振
り
手
振
り
で
止
め
る
義
家
の

姿
に
は
、
そ
の
手
が
ま
る
ご
と

消
え
た
（
資
料
館
鈴
木
本
）。

季
方
が
身
の
危
険
を
振
り
向
か
な
い
ま
ま
敵
陣
に
入
り
、
差
し
出
さ
れ
た
矢

を
手
に
す
る
が
（
中
巻
四
段
）、
右
手
が
人
差
し
指
を
出
し
た
り
（
早
稲
田

三
巻
本
）、
左
手
だ
け
で
矢
を
持
ち
上
げ
た
り
（
国
会
本
）
し
た
。
落
城
か

ら
逃
げ
出
し
た
家
衡
は
次
任
の
矢
に
あ
え
な
く
命
を
落
と
す
と
こ
ろ
（
下
巻

四
段
）、
矢
は
家
衡
の
胴
体
を
射
抜
か
な
い
（
立
教
本
、
図
三
）。

以
上
の
よ
う
な
構
図
の
相
違
は
、
ど
れ
も
原
典
を
正
し
く
受
け
継
い
で
い

な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
や
新
説
は
、
原
作
を
十
分
に
観
察
す
る
余
裕
が
な

か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
摸
写
の
摸
写
と
い
う
事
情
で
最
初
か
ら
原
典
を
見
る

機
会
が
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
由
来
し
た
の
だ
ろ
う
。そ
の
意
味
で
は
、

疑
問
を
も
つ
画
像
内
容
に
対
し
て
、
摸
写
絵
師
の
思
い
切
っ
た
回
答
が
託
さ

れ
、
合
理
的
で
自
由
な
発
想
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
が
深
層
の
理
由
と
な
る
。

そ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
実
例
を
二
つ
ほ
ど
見
て
お
こ
う
。

前
出
の
末
割
四
郎
落
馬
の
場
面
（
中
巻
二
段
）
に
お
い
て
、
地
面
に
横
た

わ
る
死
体
の
一
つ
は
矢
に
命
を
奪
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
原
典
で
は

剥
落
で
画
像
内
容
が
失
わ
れ
、
黒
色
が
完
全
に
消
え
去
っ
た
頭
部
の
輪
郭
と

そ
れ
に
隣
接
す
る
半
分
の
矢
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
戦
場
で
の
一
つ

の
死
に
方
が
描
か
れ
た
が
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
摸
写
は
こ
の
状

況
を
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
を
試
み
た
。
早
稲
田
三
巻
本
で
は
死
体
の
頭
が
黒
く

塗
ら
れ
て
矢
が
そ
れ
と
地
面
の
間
に
入
り
、
資
料
館
鈴
木
本
で
は
矢
が
頭
部

の
上
を
横
切
っ
て
頸
の
後
ろ
に
射
ら
れ
、
国
会
本
で
は
矢
が
垂
直
に
そ
の
ま

ま
頭
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
本
の
矢
と
死
体
の
頭
部
と
の
関
連
性
に

お
い
て
、
あ
り
う
る
可
能
性
の
す
べ
て
が
出
尽
く
さ
れ
た
と
さ
え
考
え
ら
れ

る
。同

じ
く
前
出
の
敵
陣
で
の
負
傷
手
当
（
上
巻
二
段
）
の
様
子
は
、
別
の
意

味
で
一
つ
の
珍
説
の
実
例
を
示
し
て
い
る
。
原
典
で
は
、
顎
に
射
ら
れ
た
矢

を
手
当
の
武
士
が
右
手
で
慎
重
に
抜
き
出
そ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
鎧
に
あ
る

輪
状
の
飾
り
が
矢
の
後
ろ
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
絵
の
具
の
剥
落
な
ど
の
理
由

も
あ
っ
て
、
こ
の
輪
の
飾
り
が
矢
の
一
部
分
と
同
化
し
て
し
ま
い
、
そ
の
た

め
輪
ま
で
の
矢
の
半
分
が
一
つ
の
特
殊
な
道
具
だ
と
解
釈
さ
れ
た
（
国
会

本
、
資
料
館
一
巻
本
）。
し
か
も
摸
写
本
の
中
で
こ
の
道
具
は
さ
ら
に
進
化

し
、
成
城
本
で
は
そ
れ
が
つ
い
に
今
日
の
金
属
ペ
ン
チ
さ
な
が
ら
の
、
二
本

の
握
り
棒
か
ら
な
る
高
級
な
道
具
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

摸
写
の
制
作
は
、
原
典
を
読
み
解
く
上
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

た
め
、
誤
解
と
誤
謬
の
危
険
に
常
に
直
面
し
て
い
る
。
原
典
の
存
在
に
恵
ま

れ
た
場
合
、
こ
の
事
実
に
十
分
注
意
し
、
慎
重
に
読
み
比
べ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。

図三 「後三年之戦図並文」（立教本）下巻四段より
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七
、
摸
写
に
み
る
絵
巻
享
受

一
部
の
摸
写
作
品
は
、
原
典
の
内
容
を
写
し
留
め
な
が
ら
、
意
図
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
変
更
を
取
り
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
原
典
か
ら
の
乖
離
は
、
意
識

的
な
操
作
に
よ
る
結
末
で
あ
り
、
絵
師
は
そ
の
よ
う
な
作
業
を
楽
し
み
、
そ

の
結
果
に
誇
り
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
摸
写
作
品
は
場
合
に

よ
っ
て
は
ま
っ
た
く
異
な
る
性
格
を
帯
び
、
違
う
意
味
合
い
を
感
じ
さ
せ
る

作
品
と
な
っ
た
。
あ
え
て
言
え
ば
、
摸
写
は
古
典
絵
巻
に
つ
い
て
の
一
種
の

独
特
な
享
受
の
あ
り
方
を
提
示
し
た
。

代
表
的
な
作
品
の
様
子
を
眺
め
て
み
よ
う
。

「
後
三
年
」
は
、
一
連
の
出
来
事
あ
る
い
は
特
定
の
出
来
事
の
前
後
の
局

面
を
詞
書
で
述
べ
て
、
そ
の
経
緯
を
画
像
の
中
に
織
り
込
ん
で
順
番
に
描
き

出
し
、
出
来
事
を
巧
妙
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
高
い
完
成
度
を
示
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
た
と
え
ば
東
博
渡
辺
本
は
、
構
図
に
余
分
の
空
間
を
入
れ
て
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
独
立
性
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
操
作
は
摸
写
の

後
半
に
な
っ
て
よ
り
鮮
明
と
な
り
、
下
巻
三
段
と
な
れ
ば
、
武
衡
、
千
任
の

二
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
尋
問
、
処
刑
は
明
ら
か
に
四
つ
の
独
立
し
た
集
合
と

な
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
発
想
で
の
制
作
は
資
料
館
鈴
木
本
で
さ
ら
に
顕
著
と

な
り
、
そ
こ
で
は
絵
の
中
の
余
分
な
空
間
で
は
な
く
て
、
一
段
の
詞
書
が
二

つ
に
分
か
れ
、
後
半
が
そ
の
段
の
絵
の
真
ん
中
に
移
動
さ
れ
る
と
い
う
予
想

だ
に
し
な
い
変
更
が
現
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
摸
写
作
品
三
巻
は
そ
れ
ぞ
れ

六
段
か
ら
な
り
、
原
典
に
あ
っ
た
上
巻
二
段
、
中
巻
五
段
、
下
巻
三
段
は
そ

れ
ぞ
れ
二
段
と
な
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
後
三
年
」
の
緊
迫
し
た
リ
ズ

ム
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
後
三
年
」
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
伝
存
す
る
絵
巻
で
は
絵
の
具
の
剥

落
な
ど
に
よ
り
、
色
彩
情
報
が
一
番
多
く
消
滅
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
絵

巻
の
摸
写
で
は
、
色
の
再
現
や
新
調
は
、
絵
師
の
創
作
意
欲
を
な
に
よ
り
も

顕
著
に
現
わ
し
て
い
る
。「
後
三
年
」
摸
写
諸
本
の
中
で
、
一
番
特
異
な
存

在
は
成
城
本
で
あ
る
。
料
紙
に
は
金
箔
ま
で
散
り
ば
め
ら
れ
、
表
装
な
ど
か

ら
し
て
ま
さ
に
豪
華
絢
爛
の
印
象
を
与
え
る
。
冒
頭
に
登
場
し
た
武
衡
、
家

衡
の
二
人
の
人
物
か
ら
し
て
、
と
も
に
派
手
な
服
装
を
身
に
纏
い
、
物
語
の

内
容
と
は
関
係
な
く
、
ま
る
で
な
に
か
華
や
か
な
祝
賀
行
事
で
挨
拶
を
交
わ

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
亀

次
と
鬼
武
の
死
闘
と
い
う
場
面
（
中
巻
一
段
）
で
は
、
見
守
る
義
家
軍
陣
の

先
頭
に
立
て
ら
れ
た
楯
に
、
い
わ
ゆ
る
笹
竜
胆
と
い
う
清
和
源
氏
の
武
家
家

紋
ま
で
描
き
加
え
た
（
成
城
本
、
図
四
）。
長
野
本
も
同
じ
傾
向
を
強
く
見

せ
て
お
り
、
と
り
わ
け
武
士
の
顔
姿
の
多
く
は
、
や
や
誇
張
さ
れ
た
美
し
い

曲
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
眦
が
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
、
様
式
化
さ
れ
た
絵

画
技
法
が
摸
写
に
影
響
を
加
え
た
よ
う
に
思
わ
せ
た
。

最
後
の
一
群
は
、「
後
三
年
」
を
た
し
か
に
書
き
写
し
て
い
る
の
だ
が
、

図四 「八幡太郎絵詞」（成城本）
中巻一段より
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お
よ
そ
摸
写
と
は
言
い
が
た
い
。
す
な
わ
ち
原
典
に
み
る
画
像
を
分
解
し
、

画
像
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
パ
ー
ツ
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。

「
古
画
類（

１３
）聚」
に
お
い
て
、「
宮
室
」、「
人
形
服
章
」、「
兵
器
」
な
ど
の
部

に
収
め
ら
れ
た
画
像
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
後
三
年
」
だ

け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
絵
巻
か
ら
も
似
た
テ
ー
マ
を
持
つ
画
像
も
寄
せ
集
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
絵
は
物
語
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
絵
師
た
ち

の
粉
本
に
変
身
し
、い
わ
ば
一
種
の
画
像
辞
書
、絵
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
っ

た
役
割
を
担
い
、
新
た
な
絵
画
作
品
の
創
作
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

絵
巻
の
摸
写
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
や
伝
播
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も

一
つ
し
か
な
い
製
品
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
徴
は
、

そ
れ
の
作
品
と
し
て
の
性
格
を
保
障
し
、
絵
師
の
独
自
な
発
想
や
大
胆
な
実

践
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
新
た
な
時
代
、
異
な
る
読
者
、
多
様
な
期
待
に
応

え
て
、「
後
三
年
」
の
摸
写
群
は
膨
ら
み
、
成
長
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
「
後
三
年
」
は
広
く
読
ま
れ
、
楽
し
ま
れ
、
親
し

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

八
、
摸
写
研
究
の
諸
課
題

「
後
三
年
」
の
摸
写
作
品
の
代
表
作
を
対
象
と
し
た
こ
の
短
い
論
を
締
め

く
く
り
、
あ
ら
た
め
て
絵
巻
の
摸
写
が
何
を
訴
え
て
い
る
の
か
、
摸
写
研
究

の
理
由
と
そ
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
な
お
し
た
い
。

絵
巻
の
摸
写
は
、な
に
よ
り
も
絵
師
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
。今
日
に
な
っ

て
こ
そ
、
摸
写
を
そ
の
原
典
と
並
べ
て
読
み
比
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

が
、
一
点
の
摸
写
が
制
作
さ
れ
た
当
時
、
こ
の
よ
う
な
読
み
比
べ
る
と
い
っ

た
鑑
賞
の
仕
方
は
ま
ず
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
原
典
を
見
る
こ

と
が
叶
え
ら
れ
な
い
読
者
の
た
め
に
、
そ
れ
に
代
え
う
る
複
製
を
提
供
す
る

こ
と
は
、
そ
も
そ
も
の
摸
写
制
作
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
ま
ず
摸
写

作
品
の
性
格
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
点
の
摸
写
の
完
成
度
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
絵
師
の
腕
に
か
か
る
。
ど
ん
な
熟
練
し
た
絵
師
で
も
、
絵
を
完

全
に
再
現
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
た
と
え
ば
い
く
つ
か
の
摸
写
か
ら
同
じ

人
物
の
顔
を
取
り
出
し
て
並
べ
た
ら
、
そ
の
表
情
や
姿
の
違
い
に
驚
く
も
の

が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
絵
巻
の
摸
写
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
原
典
に
似

せ
る
こ
と
を
終
極
の
目
的
と
し
な
い
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
も

そ
も
描
く
技
法
か
ら
し
て
、
的
確
な
線
を
走
ら
せ
る
の
も
あ
れ
ば
、
情
調
あ

る
色
彩
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
る
の
も
あ
る
。
突
き
詰
め
て
い
え
ば
、
原
典
の

絵
巻
に
お
い
て
、
そ
の
絵
師
が
物
語
の
世
界
を
特
定
の
絵
画
空
間
に
取
り
入

れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
絵
巻
の
摸
写
は
、
原
典
に
つ
い
て
の
摸
写
絵
師
の

観
察
の
結
果
で
あ
り
、
表
現
の
結
晶
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
摸
写
作
品
は
十
分
に
熟
読
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
原
典
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
と
い
う
限
定
さ
れ
た
狭
い
意
味
に
お
い

て
も
、
一
巻
の
摸
写
を
丁
寧
に
読
み
進
め
れ
ば
、
原
典
の
み
で
は
見
逃
し
や

す
い
数
多
く
の
詳
細
に
頻
繁
に
出
会
い
、
は
っ
と
気
づ
か
さ
れ
て
思
わ
ず
原

典
を
披
き
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
簡
潔
で
い
て
集
中
さ
れ
た
描
き
方

は
、
原
典
に
対
し
て
い
わ
ば
一
種
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
よ
う
な
存
在
に
な

り
う
る
。
絵
巻
の
構
図
や
表
現
の
意
図
、
そ
し
て
失
わ
れ
た
輪
郭
や
色
彩
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
と
い
う
、古
典
の
絵
の
注
釈
と
い
う
基
礎
作
業
に
お
い
て
、

貴
重
な
情
報
源
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
摸
写
に
見
ら
れ
る
誤
解

や
珍
説
な
ど
が
明
ら
か
な
障
碍
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
複
数
の
摸
写
を

用
い
て
相
互
を
比
較
す
る
こ
と
な
ど
の
作
業
を
も
っ
て
、
そ
の
影
響
を
最
小

限
に
押
さ
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
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摸
写
研
究
の
環
境
は
、
急
速
に
整
え
ら
れ
て
き
た
と
は
言
え
、
い
ま
だ
完

全
に
ほ
ど
遠
い
。
こ
の
小
さ
な
論
考
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
現
在
知
ら
れ
て
い

る
諸
伝
本
の
半
分
程
度
の
も
の
し
か
利
用
し
て
い
な
く
て
、
し
か
も
そ
の
中

の
多
く
は
白
黒
の
複
写
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
摸
写
が
閲
覧
、
あ
る
い
は
せ

め
て
カ
ラ
ー
写
真
で
の
利
用
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
願
う
の
み
で
あ
る
。
そ

れ
が
叶
え
ら
れ
れ
ば
、「
後
三
年
」
摸
写
諸
本
の
体
系
作
り
、
特
定
の
絵
画

内
容
を
対
象
に
す
る
定
点
観
察
な
ど
の
課
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
よ
う
。
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
の
摸
写
の
絵
師
、
摸
写
作
成
の
環
境
や
具
体
的
な
利
用
の
歴
史

な
ど
も
解
明
す
べ
き
も
の
だ
が
、
よ
り
幅
広
い
知
識
構
成
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
で
あ
る
。

注

（
１
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
「
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
」
取
材
班
編
『
よ
み

が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
―
全
巻
復
元
に
挑
む
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、

二
〇
〇
六
年
。

（
２
）
中
野
幸
一
「
国
宝
絵
巻
を
補
訂
す
る
冷
泉
為
恭
摸
写
『
伴
大
納
言
絵

巻
』」（『
日
本
古
書
通
信
』、
二
〇
一
〇
年
十
月
）。
中
野
幸
一
『
伴
大

納
言
絵
巻
冷
泉
為
恭
復
元
摸
写
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

（
３
）
立
教
大
学
大
学
院
小
峯
和
明
研
究
室
編
「
立
教
大
学
所
蔵
絵
巻
解
題

集
」、
二
〇
一
二
年
六
月
。（
目
黒
将
史
解
題
）

（
４
）
煩
雑
を
避
け
る
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ド
レ
ス
の
記
述
を
省
略

し
た
。
こ
こ
に
あ
げ
た
図
書
館
カ
タ
ロ
グ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
特
設
サ

イ
ト
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
開
き
、
検
索
欄
に
摸
写
伝
本
タ
イ
ト
ル
を
入

れ
て
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
二
〇
一
三
年
九
月
に
確
認

し
た
。

（
５
）
和
田
英
雄
「
前
九
年
後
三
年
合
戦
絵
巻
考
」（『
歴
史
地
理
』
十
八
巻

六
号
、
一
九
一
一
年
）。

（
６
）
笠
栄
治
「「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
と
そ
の
伝
承
」（
九
州
大
学
国
語
国

文
学
会
『
語
文
研
究
』、
一
九
七
一
年
十
月
）。

（
７
）
樋
口
知
志
「『
奥
州
後
三
年
記
』
に
つ
い
て
」（『
ア
ル
テ
ス
リ
ベ
ラ

レ
ス
』、
二
〇
〇
九
年
六
月
）。

（
８
）
『
国
書
総
目
録
』
に
「
東
博
（「
後
三
年
軍
記
」、
原
本
摸
写
六
軸
）」

と
記
載
す
る
。
文
中
「
東
博
六
巻
本
」
と
す
る
。

（
９
）
『
国
書
総
目
録
』
に
「
東
洋
岩
崎
（「
八
幡
太
郎
草
紙
」）」
と
記
載

す
る
。
文
中
「
東
洋
文
庫
本
」
と
す
る
。

（
１０
）
小
口
雅
史
、
遠
藤
祐
太
郎
「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
桑
華
書
志
』
に
み

え
る
『
前
九
年
合
戦
絵
詞
』『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
関
係
記
事
」（『
法

政
史
学
』、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。

（
１１
）
『
国
書
総
目
録
』
に
「
東
博
（「
後
三
年
軍
記
」、
狩
野
晏
川
・
高
島

千
載
摸
写
四
軸
）」
と
記
載
す
る
。
文
中
「
東
博
四
巻
本
」
と
す
る
。

（
１２
）
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に

「
後
三
年
繪
巻
物
、
逸
翁
美
」「
四
軸
」
と
記
載
す
る
。
巻
末
に
「
宝

暦
十
年
」「
藤
原
朝
臣
光
淳
写
之
」
な
ど
の
識
語
を
も
つ
。
文
中
「
逸

翁
四
巻
本
」
と
す
る
。

（
１３
）
『
古
画
類
聚：

調
査
研
究
報
告
書
』、
東
京
国
立
博
物
館
編
、
毎
日

新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
。
な
お
、『
古
画
類
聚
』
の
一
部
の
画
像
は
「
東

京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
」
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

（
こ
の
論
文
は
、
平
成
二
十
五
年
度
鹿
島
美
術
財
団
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ

た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
、
静
嘉
堂
文
庫
、
成
城
大

学
図
書
館
な
ど
、
所
蔵
資
料
の
調
査
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
機
関
に
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深
く
感
謝
す
る
。）

（
ヤ
ン
・
シ
ョ
オ
ジ
ェ

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
教
授
）
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